



Investigations on the Applications of， Dicyandiamide 
to the Textile Fibers (n) 
Uichiro MIYAOKA， Takeo MATSUI 
precedingly we reported on the synthesis of Chloromethyl ethers of fatty alcohols ahd 
their properties. There are a few matters that have further to be examined with respect 
to their formation and purification. Accordingly we worked now on the following headings. 
I. The determination of solubi1ty of dicyndiamide and cetyl alcohol in ethanol. benzene 
and glacial acetic acid. 






































18.0 6.30 6.72 
18.2 7.17 7.72 
18.4 8.18 8.90 
30.0 9.18 10.11 
50.0 16.24 19.39 






































































エー→ LJH14帳白紙 ー らベンゼンを除いたも([)~と ù毒液 2 とした。同様にして縮合物3及
び4，謂液3及び4を得て之等について夫々塩素及び窒素含有量を定量した口次表。如くである白
結合物1. 縮合物2. 縮合物3. 縮合物4.
塩素C%) 11.50 14.97 17.07 18.23 
窒素C%) 24.69 32.00 38.66 41.39 
il雪液1 i麿液2 鴻液3 躍液4
塩素C%) 0.77 0.21 0.05 0.02 











C16 H33 O. CH2 Cl + CN-NH・C-NH2一一歩
NH 
CN-NH・C-NH.C16 H33 O. CH2 + HCl 
之を実験に徴すると，結合前のクロロメチノレエーテJレ41.6g十シアナミド10.5g= 52.1g，縮合後。
縮合物 27.4g+遊離アルコーJレ20.0g= 47.4g，即ち反応による損失は 4.7gである。こo場合反応
が理論通りに進み塩酸が完全に離脱すれば 4.6gの HClが失われる。之に対しτ実験値は 4.7gであり
之が HClの離脱であれば縮合は完全に行はれたと見τよい。部るに縮合物 27.4g 中には'前記の如く
11.4%・の塩素，又遊離アルコール 20.0g中には 0.8%の塩素が含まれて居り之を HClに換算すると計
3.3gとなる口即ち離脱すべきHClが離脱せっF、に大部分縮合物に含まれてくる事になる。即ち結合反応以
外の何等かの反応が伴うことが疑われる口
。)結合物及びベンゼン洗瀧液中D塩素
結合物には塩素が含まれない筈であるが実際は相当量D塩素主含み之をベンゼンで、洗糠すると逐次塩
素合有が上昇し 3回の洗織で 18.2%fJ.)塩素を含有して居る。之は如何なる原因によるか，副反応による
もDでないか等更に検討を要する問題である。
(4) 縮合物及びベンゼン洗樵液中の窒素
縞物中の窒素含有もベンゼ、ン洗撫すると逐次上昇する。ベンゼン洗液中には 1%以下である。故に縮
合物V/くンゼンによるj容央は左程大きいものではないと思はれる。
